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要 旨 【背景】国立病院機構呉医療センター（当院）には診療看護師が 2 名在籍し，共に救
急科に所属している．主な役割はICUを含む入院患者の診療や救急搬送患者の受け入

れを行い，これらの活動に加えて，医師から看護師特定行為である末梢挿入型中心静脈カテーテ
ル（PICC）の挿入をタスクシフトし，診療看護師へ業務を集約化している．PICC挿入活動を開
始した初年度は11診療科からの依頼であったが，活動が徐々に広まり，現在では約20診療科から
依頼を請け負っている．また，PICC挿入件数も年々増加し，初年度は216件であったが2021年度
では735件となった．これまで医師からタスクシフトしたPICC挿入活動の評価を行っていなかっ
たため，医師から診療看護師へタスクシフトした活動に関する効果について評価を行った．【方法】
2021年度に診療看護師がPICCを挿入した735件を対象とし，償還価格−納入価格＋手技料から算
出される収益を採用しているPICCキット毎に計算した．次に，医師の業務時間が軽減した時間
について検討するため，PICC挿入時間を 1 件40分と考えPICC挿入時の介助を含め医師 2 名で業
務時間を計算した．また，診療看護師がタスクシフトによって負担している業務時間を検討する
ため，PICC挿入に慣れていることを考えPICC挿入時間を 1 件30分として計算した．【結果】呉
医療センターで採用している 3 つのPICCキット毎に償還価格−納入価格＋手技料から算出され
た収益は合計3,985,350円であった．PICC挿入を医師が行った場合，医師の業務時間は980時間で
あった．診療看護師がタスクシフトによって負担している業務時間は735時間であった．【結語】
医師から診療看護師へPICC挿入をタスクシフトした結果，収益の増加および医師の業務時間軽
減に繋がった．しかし，PICC挿入件数が増加することで，診療看護師の業務負担増加に繋がる
ため，不必要なPICC挿入がなされないよう活動を行っていく必要がある．
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背　　　景

　2008年より日本で初めてNurse Practitioner（NP：

診療看護師）に関する教育が大分県立看護科学大学
大学院で開始された．教育開始当初は法令規定など
なかったが，さまざまな討議が行われ2015年より看
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